
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

平成２８年も１月が過ぎてしまいました。昨年と違って穏やかな冬を過ごせるかなと思いきや、始業

式から２日間にわたる暴風雪で臨時休校となり、先の見通しがもてず大変な思いをした御家庭も多かっ

たかと思います。しかしながら、日頃の訓練等のおかげで児童生徒・保護者の皆様、職員に大きな混乱

もなくやり過ごせたことは何よりでした。昨年ほどではないにしても、春が来るまで何度か雪害に見舞

われることもあるかと思います。今後とも天候に十分注意して、児童生徒・保護者の皆様と職員の安全

を守っていきたいと考えています。 

  さて、先日、児童生徒会が中心となって朝のあいさつ運動が行われました。大きな声で「おはようご

ざいます。」と挨拶する役員の児童生徒につられて、思わずいつも以上に大きな声で挨拶したり、にっ

こりと笑顔で微笑み返したりする児童生徒や職員の姿をたくさん見ることができました。いつもより上

手に挨拶できると１日のスタートも気持ちよく迎えられ、落ち着いて一日を過ごせた児童生徒も多かっ

たことと思います。 

  話は変わりますが、著名な教育者の森信三先生は、著書の中で「人間としての軌道」について述べら

れています。「人間としての軌道」は、言い換えると「人間と成長していくための道筋」です。「人間

としての軌道」として森先生は、「挨拶」「返事」「しまり」の３つを挙げています。「しまり」とは、

席を立ったときに、椅子を入れたり、履き物を脱いだら、必ず揃えることを指します。 

  その一つの「挨拶」について、「『挨拶』一つによって、家庭が変わり、学校が変わり、職場が変わ

り、地域が変わり、運命が変わる」と森先生は述べています。挨拶とはそれほど大切なものなのです。

さらに、森先生は、「朝の挨拶は人より先にしましょう。」と投げかけてもいます。我が身に置き換え

ると、人より先に挨拶できないときもありますが、先に挨拶して、挨拶してもらうと気持ちの良いもの

です。その積み重ねが、人間関係を良好にするきっかけになり、果ては運命を変えることに結びつくこ

とにつながるのかもしれません。 

  たかが挨拶、されど挨拶です。挨拶一つで運命が変わっていくのなら、こんな素敵なことはありませ

ん。あいさつ運動は終わりましたが、運動期間でなくても一人一人が自ら挨拶することを心がけ、その

結果として、運命が変わり、学校教育目標にあるように「地域で、自分らしく生きる」ことにつながれ

ばと心から思います。 
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「人間としての軌道」 
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本校では、児童生徒の冬季休業期間中に特別支援教育に係わる

「講演会」を開催しています。これは、本校の教職員に加え、管

内で特別支援教育に携わっている方々を対象とした学習会です。

今年度は、平成２８年１月１３日（水）に北海道紋別養護学校ひ

まわり学園分校教頭 中川正規氏を講師に、「児童生徒の実践的な

指導について」というテーマで行われました。参加者７５名全員、

講師の方の具体的な説明を聞きながら、日々の実践にどう活かし

ていこうか想いをめぐらせていたのではないでしょうか。来年も

実施予定ですので、御参加をお持ちしています。（文責：野呂） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞  

年が明け２０１６年になりました。今年もどうぞ宜しくお願いします。今回の学校便りでは、年末年

始に行われた行事を中心にお届けしました。次回の発行は 3 月になります。次回が今年度最後の発行に

なります。まだまだ寒い日が続きますので、風邪を引かないようにお過ごしください。（文責：山岡） 

 訪問教育学級では、病院で学習している児童生徒を主に、年に数回ＡＬＴ交流を行っています。  

１２月の交流では、ＡＬＴのトレナ先生が来て、ツリーの飾り付けや、絵本の読み聞かせなどを行い

ました。普段は「ミナサン、ゲンキデシタカ～？」と笑顔で話すトレナ先生ですが、絵本の読み聞か

せになると表情が一変！とにかく気合いが入っているというか、迫力満点です。みんな真剣な表情で、

引き込まれるように話を聞いていました。授業が終わった後はみんなで集まって記念撮影！大好きな

トレナ先生と楽しい思い出を作れた１日でした。（文責：福田） 

                

 

 

 

 

 

 

（文責：菊池） 

１２月４日に女満別高校交流がありました。交流内容は、各学部での活動、女満別高校生によるリ

コーダー演奏、部活動体験でした。部活動体験では、野球部はティーバッティング、バトミントン部

は打ち合い、吹奏楽は女満別高校の生徒さんが吹く音楽に合わせて一緒に楽器を演奏しました。バッ

トの振り方、ラケットの持ち方、楽器の名前など教えてもらい、３つ部活を体験することができまし

た。人数が少ない中での実施となりましたが、充実した交流学習ができたと思います。（文責：木村） 

去る１２月１４日（月）、寄宿舎でクリスマス会を行いました。１５時半に開始し、まずはお楽し

みイベント。今年も舎生の有志による歌と踊りが披露され、楽しい雰囲気に包まれました。その後、

サンタクロースが登場して待ちに待ったプレゼント！すぐに中身を確認して、そのたびにうれしそう

な顔や声があふれました。そして今年は網走のゆるキャラ、「ニポネちゃん」が登場！イルミネーシ

ョン点灯式、写真撮影に参加してもらい、会場は大盛り上がり！夕食はクリスマス特製メニューに加

え、ケーキやシャンメリーなどおいしいものがたくさん！大満足の晩餐となり、今年のクリスマス会

が幕を閉じました。（文責：木方） 


